
中干し時の水管理について

中干しの効果
①有害ガスの除去 ②根の活性化
③過剰分げつの抑制 ④収穫等作業性の向上

中干しの方法
・田植え後１か月程度を目安に、茎数が２２本程度
になれば中干を行う。

・中干しはできるだけ短時間に実施し、軽くひび割
れたら終了してかまわない。

・圃場が乾かなくても２週間経過したら終了する。
・長期間水がない状態が続くと根痛みを起こすので
注意する。



中干し以降の水管理について

• 幼穂形成期から出穂期は湛水状態を保つがそれ以降は間断灌水
が基本となる。

• 間断灌水の目的は、空気にさらすことで根に酸素を供給して活
力を保つ。

• 間断灌水は、水が自然に減水し、足跡に残る程度になったら水
を入れる。
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